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論文内容の要旨

第 1 ];~:は序論であって、宇宙工J戸、電波天よ争等の進歩に伴って、運動系における電磁界環論が工

予にむける示唆な研究ぷ題のーっとして各方 111î で、取り上げられるようになってきた経緯を述べるとと

もに、本研究がこの分野において占める地位を明らかにしたものである。

第 2 市は、運動媒質による平面電磁波の反射と透過について論じたものである。すなわち、無限平

而で接した二種類の媒質の一方が境界面i に平行な任立の方向に運動している場合の境界面における平

而屯磁波の反射と透過について、一般的に巧察している。また、運動媒質としては、非分散性誘電体

と !?;i力性プラズマの二種類を考え周波数分散のイi無によって生じる相違点をも HJ- l らかにしている c な

お、解析は、電磁界ベクトルならびに波動 4 元ベクトルに対する Lorentz 変換を丹~P る方法によって

いる。

第 3 í';そは新!j皮j原からの放射におよぽす;'~動、1':無限媒質の影響について、媒質が非分散性誘電体の場

合を Jil命じたものである。すなわち、、1':，1，~~限の静止誘屯休と運動誘1立体のどちらか一方に無限長話紅白夜

源が存Aする場合を考え、観測者は静止媒質中にいるものと仮定して、波動方程式を直接解くことに

より放身11ti磁界を求め、放射パターンが誘電体の運動によってどのように影響されるかを数値的に検

討している。

第 4 章は線j皮j原からの放射におよぼす運動半無限媒質の影響について媒質が等方性プラズマの場合

を論じたものである。本章では、特にプラズマの分散性による影響について詳しく考察し、第 3 章で

得られた結果と比較検討している。

第 5 草:は境界面に平行な任意の方向に運動している下無限媒質上の線電流源からの放射について論

ピたものであり、第 2 章で得られた結果を用いて、幾何光学(1'0方法により、遠距離放射電磁界を求め

ている。なお、媒質としては、非分散性誘電体及び等方性プラズマを考え、それぞれについて、放射

パターンが媒質の運動速度および、運動方向によって、どのように変化するかを、数値計算例をあげて
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詳しく検討している。

第 6 章は結論であって、本研究の成果を総括して述べたものである。

論文の審査結果の要旨

本論文は、運動系の電磁界王ItL論にむける基本的な問題である巡回j媒質による平而屯磁波の反射と透

過、および運動媒質を含む系にむける屯磁放射の現象を II)J快に併析し、従米矢1I られていなかった種々

の興味ある結*を fl，トている。

以上のように、小'1論文は 1ぢ磁界JlH品の 1t f.長に寄与するところが大きく、博士，論文として{tlli値あるも

のと五忍める。
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